
策

タを修正していく。交

名

通量調査については、

道

道路管理者として交通

路

量を把握
事業区分 □ 

基

自治事務   □ 法

本

定受託   □ その

目

他
今後の方向性 □ 縮

標

小　□ 改善 するため

快

実施していく。
（改善

適

措置等）□ 休止　□

で

 終了
計画対象 □ 実

暮

施計画査定対象  □

ら

 行政改革対象 
□ 

し

廃止　　　　 

※決算

や

額については、端数処

す

理により、他資料の決

い

算額と差異が生じてい

ま

る場合もあります。

ち

要 施策の目的 安全で快

No. 事務事業

適

名 活動内容 コスト（事

な

業費：千円）

市道維持

道

修繕事業 令和　２年度

路

令和　３年度 令和　３

を

年度 令和　４年度 令和

整

　２年度 令和　３年度

備

令和　３年度 令和　４

す

年度
活動指標名 単位

実

る

績 計画 実績 計画 決算 当

こ

初予算 決算 当初予算
全

と

体事業概要
①

道路不良

に

箇所の修繕（緊 件 25

よ

0 299 400
安全で

り

円滑な道路交通を確保

、

するため、道路巡回や

交

市 急修繕）
民からの通

通

報、地元からの要望等

ネ

により、舗装や側溝 0

ッ

140,143 165

ト

,066 145,29

ワ

0
の修繕、交通に支障

ー

が生じる樹木の伐採、

ク

道路清掃な
②

交通に支

を

障のある草木の 件 40

構

28 40
ど道路機能の

築

維持に努める。 伐採（

し

緊急委託）

令和　５年

、

度の優先度

③2 　□ 

交

Ａ　　　 □ Ｂ　　

通

　 □ Ｃ　　　 □

混

 Ｄ　

自治会要望、市

雑

民通報、通常の道路パ

の

トロールに加え、道路

緩

上を侵している樹木等

和

のパトロールを行い、

や

寄せら
■ 計画どおり

産

   
令和　３年度 れ

業

た情報に迅速に対応し

の

、市道を適正に管理し

活

た。
□ 遅延    

性

     
の評価

□ 

化

進展なし     

■

に

 維持　□ 拡大 市道

つ

等の安全、安心な通行

な

を確保するため、市道

げ

パトロールを一層強化

る

し、破損個所等を早期

こ

に発見するととも
事業

と

区分 □ 自治事務  

。

 □ 法定受託   

施

□ その他
今後の方向

策

性 □ 縮小　□ 改善

の

に、自治会要望や市民

方

通報も含め、修繕を迅

向

速に実施していく。
（

安

改善措置等）□ 休止

全

　□ 終了
計画対象 □

な

 実施計画査定対象 

道

 □ 行政改革対象 

路

□ 廃止　　　　 

の維持管理

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、適正な市道管理を行うことができた。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 市民意識調査では歩道や生活道路の整備に関する不満率が毎年上位となっているため、今後も市道パトロールを強化し、緊急な修繕等にも適切に対応していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市道管理整備事業 令

1

和　２年度 令和　３年

頁

度 令和　３年度 令和　

令

４年度 令和　２年度 令

和

和　３年度 令和　３年

 

度 令和　４年度
活動指

3

標名 単位
実績 計画 実績

年

計画 決算 当初予算 決算

度

当初予算
全体事業概要

　

①
道路台帳の修正件数

　

件 56 51 50
市道管

事

理の適正化や市民への

務

道路情報提供サービス

事

の
ため、平成28年度

業

より道路台帳システム

評

を運用してい 0 13,

価

550 13,384 1

表

2,250
る。道路改

（

良により生じた変更に

個

係る道路台帳のデー
②

票

交通量調査箇所数 箇所

）

27 27 27
タ更新等

課

、内容を一層充実させ

名

ていく。

令和　５年度

都

の優先度

③1 　□ Ａ

市

　　　 □ Ｂ　　　

基

 □ Ｃ　　　 □ 

盤

Ｄ　

道路台帳の修正に

部

ついては、計画の56

土

件に対し、実績は51

木

件となった。実績が減

課

った理由としては、路

作

線認定・
■ 計画どお

成

り   
令和　３年度

日

廃止、区域決定・変更

令

及び供用開始の路線数

和

が少なかったためだが

　

、道路台帳の修正件数

４

はコントロールできる

年

□ 遅延      

　

   
の評価 ものでは

８

ないので、計画どおり

月

とした。交通量調査に

　

ついては、27箇所実

５

施した。
□ 進展なし

日

     

■ 維持　

概

□ 拡大 道路台帳につ

施

いては、継続してデー



策

了
計画対象 □ 実施計

名

画査定対象  □ 行

道

政改革対象 
□ 廃止

路

　　　　 

※決算額に

基

ついては、端数処理に

本

より、他資料の決算額

目

と差異が生じている場

標

合もあります。

快適で暮らしやすいまち

要 施策の目的 安全で快適な道路を整備することにより、交通ネットワークを構築し、交通混雑の緩和や産業の活性化につなげること。

施策の方向 安全な道路の維持管理

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、適正な市道管理を行うことができた。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 市民意識調査では歩道や生活道路の整備に関する不満率が毎年上位となっているため、今後も市道パトロールを強化し、緊急な修繕等にも適切に対応していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

三島駅前広場等管理

2

事業 令和　２年度 令和

頁

　３年度 令和　３年度

令

令和　４年度 令和　２

和

年度 令和　３年度 令和

 

　３年度 令和　４年度

3

活動指標名 単位
実績 計

年

画 実績 計画 決算 当初予

度

算 決算 当初予算
全体事

　

業概要
①

せせらぎ施設

　

の清掃 回 2 2 2
街中が

事

せせらぎ事業の一環と

務

して整備をした三島駅

事

南
口広場の中央池及び

業

市役所前のポケットパ

評

ークの維持 0 2,88

価

4 5,671 3,03

表

6
管理を実施し、良好

（

な状態を保つことによ

個

り観光の拠
②

循環設備

票

の点検 回 1 1 1
点とし

）

ての役割を担う。

令和

課

　５年度の優先度

③3

名

　□ Ａ　　　 □ 

都

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

市

　 □ Ｄ　

せせらぎ

基

施設の清掃と循環設備

盤

の点検を実施するとと

部

もに、定期的な巡回に

土

より清掃を実施し、適

木

正な管理を行
■ 計画

課

どおり   
令和　３

作

年度 った。
□ 遅延 

成

        
の評

日

価
□ 進展なし   

令

  

■ 維持　□ 拡

和

大 街中がせせらぎ事業

　

の施設を適正に管理す

４

るため、せせらぎ施設

年

の清掃と循環施設の点

　

検を実施し、観光の拠

８

点
事業区分 □ 自治事

月

務   □ 法定受託

　

   □ その他
今後

５

の方向性 □ 縮小　□

日

 改善 として良好な状

概

態を保つ。
（改善措置

施

等）□ 休止　□ 終


